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◦
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致

や
市
内
継
続
操
業
へ
の
取
組
み
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
大
津
・
湖
南
の

広
域
か
ら
見
る
地
理
的
優
位
性
を
活い

か
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
の
１

つ
と
し
て
大
型
商
業
施
設
の
立
地
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
本
市
の
強
み
で
あ
る
交
通
の
要
衝
を

活い

か
し
た
、
次
代
を
見
据
え
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
策
定
に
挑
戦
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
拡
大
を

図
り
ま
す
。

◦
本
市
の
地
域
資
源
で
あ
る
「
馬
」
の
活

用
は
、
馬
を
通
じ
た
癒
し
に
効
果
が
あ

　

私
は
、今
日
ま
で
の
２
期
８
年
間
、「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」
を
目
指
し
て
、「
経

済
に
安
心
を
」「
子
育
て
に
安
心
を
」「
福
祉
・
健
康
に
安
心
を
」「
暮
ら
し
に
安
心
を
」「
行
政
に
安
心
を
」
を
五
つ

の
柱
に
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全
身
全
霊
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
並
行
し
て
進
め
、
引
き
続
き
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
安
心

な
元
気
都
市
栗
東
」
の
実
現
に
向
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
市
政
運
営
に
あ
た
る
決
意
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
を
振
り
返
る
中
で
、
引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
お
い

て
も
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
併
せ
て
、「
地
の
利
を
活い

か
し
た
産
業
振
興
」「
着
実
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
推
進
」「
教
育
・
子
育
て
の
充
実
」「
健
康
・
福
祉
・
暮
ら
し
に
安
心
」「
新
た
な
ま
ち
の
活
力
創
造
」
を
今
期

の
政
策
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
こ
れ
を
、
私
が
一
貫
し
て
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
「
五
つ
の
安
心
」
と
融
合
さ
せ
、

元
気
都
市
栗
東
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

経
済
に
安
心
を

る
と
さ
れ
る
「
ホ
ー
ス
・
ア
シ
ス
テ
ッ

ド・セ
ラ
ピ
ー
」
や
「
情
操
教
育
」、「
観

光
乗
馬
」
な
ど
、
実
際
に
馬
と
触
れ
合

う
新
た
な
拠
点
と
し
て
、「
ホ
ー
ス
パ
ー

ク
構
想
」
を
推
進
し
ま
す
。

◦
騎
手
を
は
じ
め
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
著
名
人
を
広
報
大
使
（「
う
ま
す
ぎ

る
栗
東
大
使
」）
と
し
て
起
用
し
、「
馬

の
ま
ち
栗
東
」
を
は
じ
め
本
市
の
さ

ら
な
る
魅
力
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

◦
新
幹
線
新
駅
事
業
中
止
に
お
け
る
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
「
後
継

プ
ラ
ン
」
は
、
今
後
も
、
さ
ら
な
る

立
地
促
進
を
図
り
、
県
の
主
体
的
な

取
組
み
に
よ
り
事
業
の
完
遂
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

栗東市長　野村昌弘

「ワクワクできる栗東市」を
目に見える形にします。

来場者で賑わった「ウマシタ！2018・馬に親しむ日」
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◦
高
齢
者
施
策
は
、「
地
域
共
生
社
会
を

見
据
え
た
、
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進
」
を
基
本
と
し
、
市
民
・

行
政
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

事
業
を
進
め
ま
す
。
特
に
、「
１
０
０

歳
大
学
」
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
と
と
も
に
、

介
護
予
防
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

の
普
及
啓
発
や
実
践
を
支
援
し
ま
す
。

◦
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
充
実
は
、

引
き
続
き
済
生
会
滋
賀
県
病
院
を
は

じ
め
、
市
内
医
療
機
関
、
医
師
会
、

近
隣
市
な
ど
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

◦
２
０
２
４
年
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
第
79
回
国
民
体
育
大
会
・
第
24
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け

て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
を
行
う
と

と
も
に
、「
馬
術
」
競
技
の
開
催
に
つ

い
て
も
そ
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

◦
待
機
児
童
問
題
は
、「
子
育
て
安
心
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
必
要
な
施
設
整

備
や
保
育
士
な
ど
の
人
員
確
保
に
よ

り
待
機
児
童
解
消
を
促
進
し
ま
す
。

◦
児
童
館
の
適
正
な
運
営
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど

教
育
環
境
の
整
備
、
ま
た
、
学
力
の
向

上
に
必
要
な
言
語
能
力
育
成
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
整
備
事
業
の
推
進
、
教
員
の
加
配
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
は
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
あ
り
方
を
考
慮
し
な
が

ら
、
助
成
の
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
子
育
て
に
安
心
を

福
祉
・
健
康
に
安
心
を

暮
ら
し
に
安
心
を

行
政
に
安
心
を

◦
「
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
災
害
対

応
な
ど
の
拠
点
と
し
、
防
災
機
能
を

高
め
る
施
策
に
よ
り
安
全
安
心
な
ま

ち
の
強
靭
化
を
図
り
ま
す
。

◦
安
全
な
道
路
整
備
は
、
国
土
基
幹
道

路
と
と
も
に
、
広
域
幹
線
道
路
と
市

補
助
幹
線
道
路
の
連
携
し
た
整
備
促

進
に
よ
り
、
強
靭
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
渋
滞
緩
和
な
ど

の
課
題
解
決
を
図
り
ま
す
。

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設

の
状
況
に
応
じ
て
年
次
的
に
改
修
を

行
い
、
活
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

◦
新
た
な
「
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定

に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行

政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

◦
地
方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
は
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
」

に
則
り
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
将
来
的

な
人
口
減
少
や
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
に
焦
点
を
当
て
、
本
市
の
強
み
を
活い

か
し
た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

◦
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
、
迅
速
か

つ
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
対
話

型
の
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

「ワクワクできる栗東市」を
目に見える形にします。

※市長の所信表明の全文は、市ホームページをご覧ください。

「100歳大学」の卒業生が市内で魅力
あるイベントを企画するなど、活躍中

子育てサークルと児童館の協働による「子育てサークルまつり」
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